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はじめに
本研究は, 保育における ｢多ような有りよう｣ をいか
に保障していくのかを考察し, 子ども, 保護者, 保育者
を含む保育に関わる全ての人々が持つ特性を生かしなが
ら, 社会の一員として成長していくことができるのかを
導き出すための試論である. 2018 年に行われた ｢出入
国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一部を改正す







た (三井ら 2018, 2017). 承知の通り, ｢保育所保育指
針｣ や ｢幼稚園教育要領｣ においても, 外国にルーツを
持つ子どもたちへの配慮事項が記載されている. ｢幼稚





のとする｣ と明記されている. さらに, ｢保育所保育指
針｣ においては, 第 2 章 ｢保育の内容｣ 4 ｢保育の実施
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要旨
本研究は, 保育における多様性を論じるための試論として, 保育内容 ｢言葉｣ に注目した. 特に, 米国における調査を通

















したい. 特に, 本研究では保育内容 ｢言葉｣ に注目し,
多様性の寛容をいち早く追求してきた米国における保育
と ｢言葉｣ の検討を通して, 保育内容 ｢言葉｣ が保育に
おける多様性を保障する上で重要な役割を担っているこ
とを明らかにしていく.




















一方で, 多様性が内包する多様な人種, 民族, 障がい,














が進んでいると言われている (佐久間 p 34).
こうした状況を背景に, 日本の保育現場における多様
性と ｢言葉｣ に関する研究は, 多文化保育の文脈で語ら
れてきた (二見 2012, 日本保育協会 2009). しかし,
三井ら (2017) の多文化保育に関する先行研究の通時的
整理に言及されているように, これまでに注目されてき
たのは, 日本語を話さない子どもと保護者を ｢問題｣ と













や ｢心を通わせる｣ 活動, ｢想像する楽しさ｣ を知ると
いう活動への展開とは, ことなるだろう. そもそも,
｢言葉｣ は, ｢語彙を増やす前に, まずは人間関係があり,
伝えたい経験があること｣ そして, 人とのつながりの中
に生まれていくものである (汐見 2017). 伝達事項のや
りとりと保育における ｢言葉｣ は, 同じ土俵で取り扱う
ことは難しいのではないか. それゆえ, これまでの多様
性に関わる ｢言葉｣ の扱いを再考し, 多様な子ども, 保
護者, 保育者が共通の言葉を持たなくても, 関係性を構





















い (松山 2019, 2014, 林ら 2019).
 メリーランド州における就学前教育・保育
北米大陸の東側に位置するメリーランド州は, 人口お
よそ 600 万人の中規模州である. 一方で, 州の面積はお























先住民族 0.3％, アジア系 6.1％, アフリカ系 33.1％,
ハワイ先住民・太平洋諸島系 0.2％, 白人 37.9％, ヒス














リーランド州カリキュラムに沿って, 就学前の 3 年間
(概ね 3 歳から 5 歳) で身につけておきたい項目が示さ
れた. そこでは, 発達に関する 7つの項目, ①社会的基




①自己および社会性の発達, ②認知, ③言語, ④身体の
4 区分が示された. その後, 何度かの改定を経て, 『学
びを積み上げるすべての子どもへの支援：誕生から 8歳





いる ｢言葉｣ は, 表現力の豊かさと受容的言語の二つの
側面に分けられる. 表現の豊かさとは, 言葉を使った発
話, 言葉を使わない発話, そして書くことが含まれる.
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第 3 章 保育施設における保育内容 ｢言葉｣ の現状
 調査概要
本研究の目的を達成するために, 米国にて調査を実施
した. 筆者は, 2019 年 8 月 17 日から 8 月 25 日の 10 日
間, 米国にて調査を実施した. 調査は, メリーランド州
に所在する保育所 4ケ所である. 調査には, 筆者の知人
であり現任保育者である K氏の紹介を通じて参入した.









施し, 調査時間は 1時間程度であった. インタビューは,
ICレコーダーに録音した. 本研究では, 特に ｢多様性










使用言語, を記載する欄が設けてある. 実際に, スペイ





保護者は申し出てください｣ と記載されていた 1 施設










できないことに関して, それが ｢問題｣ と言う認識は薄




ます. そこは (伝わっているか) 気を配りますが, 伝わらない
事は伝わらないし, 伝わる事は伝わるし……困っていることに
気がつけば対応するという感じですね｣ (J Academy副施設長)
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表 3－1：調査対象施設一覧
施 設 名 運営母体 対象年齢
H Preschool and Kindergarten キリスト教系教会 2～5歳
J Academy 保育企業 0～5歳
L Preschool and Kindergarten キリスト教系教会 2～5歳
N School 保育企業 0～5歳
｢一人の保育者で対応できないときは, 他の保育者に応援を
頼んだりしますね, 子どもたちに助けを求めることもあります








いですね. 一緒に遊んで, 子どもが楽しいと感じれば, 子ども




す. 普段の活動を一緒に, (その子らがいることで) ゆっくり














第 2 点目として, 英語が使えなくてもそれが大きな











育の姿と言える. そもそも, 日本の保育内容 ｢言葉｣ に
おいても, ｢子どもが大切に伝えたい気持ちを大切に待
つ｣ ことや ｢一人一人の言葉や表現に正解はなく, もち
ろん完成度を競うものではない｣ (汐見 2017) とされる.






どもたちや保護者をめぐる ｢問題｣ や保育者が抱く ｢困
り感｣ とは一体何であろうか.






して, 保育内容 ｢言葉｣ に注目した. 特に, ｢保育所保
育指針｣ や ｢幼稚園教育要領｣ において扱われる保育内
















保育というレンズで ｢言葉｣ を眺めると, 何語ができ
る・できないは果たして ｢問題｣ なのであろうか. 保育
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